
岡
嶌
偉
久
子

提
出

学
位
申
請
論
文

『
源
氏
物
語
写
本
の
書
誌
学
的
研
究
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

平
安
時
代
に
成
立
し
た
『
源
氏
物
語
』
は
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
い
た
る
間
に
多
く
の

書
写
本
を
伝
え
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
写
本
に
は
、
書
写
さ
れ
た
時
代
、
そ
の
時
々
の
写
本
の
制

作
に
関
わ
る
様
々
な
事
象
、
携
わ
っ
た
人
々
や
そ
の
現
場
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事

実
を
前
提
と
し
て
、
本
申
請
論
文
は
、
日
本
の
書
写
資
料
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
写
本
の
文

化
史
的
位
置
及
び
そ
の
書
誌
学
的
研
究
の
意
義
に
つ
い
て
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
申
請
論
文
は
、
序
章
・
二
篇
及
び
「
源
氏
物
語
注
釈
自
筆
本
解
題
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。

序

章

源
氏
物
語
写
本
、
及
び
そ
の
書
誌
学
的
考
察
に
つ
い
て
（
二
章
）
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第
一
篇

源
氏
物
語
の
鎌
倉
写
本
（
三
章
）

第
二
篇

別
本
に
お
け
る
麦
生
本
系
諸
本
（
三
章
）

源
氏
物
語
注
釈
自
筆
本
解
題
（
二
章
）

序
章
で
は
本
申
請
論
文
の
研
究
史
上
の
意
義
を
論
じ
る
。「
一

源
氏
物
語
写
本
の
文
化
史

的
位
置
」
で
は
、
源
氏
物
語
写
本
の
、
日
本
の
書
写
資
料
及
び
文
化
史
上
の
位
置
を
論
じ
る
意

義
を
述
べ
る
。
源
氏
物
語
写
本
は
本
文
そ
の
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、「
写
本
を
求
め
、
手
に

し
、
読
ん
だ
人
々
の
享
受
の
歴
史
」
で
あ
る
と
し
、「
書
入
者
の
身
分
や
素
性
が
推
測
さ
れ
た

時
、
写
本
に
残
さ
れ
た
様
々
な
痕
跡
は
直
接
に
そ
の
人
物
を
語
る
」
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

「
二

源
氏
物
語
研
究
に
お
け
る
、
写
本
の
書
誌
学
的
考
察
に
つ
い
て
」
で
は
、
源
氏
物
語
研

究
に
お
け
る
書
誌
学
的
な
見
地
か
ら
の
写
本
研
究
が
、「
鎌
倉
写
本
か
ら
始
め
て
、
各
伝
本
に

つ
い
て
、
そ
の
当
初
の
姿
・
本
文
の
あ
り
様
を
求
め
」
る
た
め
に
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
る
。

第
一
篇
は
、「
伝
二
条
為
明
筆
本
源
氏
物
語
」・「
尾
州
家
旧
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
」・「
国
冬
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本
源
氏
物
語
」
の
三
章
か
ら
な
る
。
源
氏
物
語
写
本
は
鎌
倉
期
の
も
の
が
最
古
写
で
あ
る
現
状

に
お
い
て
、『
源
氏
物
語
』
著
作
成
立
時
に
最
も
近
い
鎌
倉
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら

れ
る
『
源
氏
物
語
』
写
本
の
三
本
に
つ
い
て
書
誌
学
的
見
地
か
ら
の
考
察
を
重
要
視
し
た
も
の

で
あ
る
。

第
一
章
は
、
全
五
十
二
巻
四
十
九
冊
か
ら
な
る
鎌
倉
末
期
写
「
伝
二
条
為
明
筆
本
源
氏
物

語
」
を
対
象
と
し
て
、
書
誌
、
形
態
の
分
析
を
ふ
ま
え
て
、「
伝
為
明
筆
本
」
四
十
八
巻
を
確

定
し
、「
伝
為
明
筆
本
」
が
鎌
倉
期
以
前
の
青
表
紙
本
と
し
て
認
定
で
き
る
と
し
た
。
現
在
、

『
源
氏
物
語
』
の
代
表
的
本
文
は
青
表
紙
本
で
あ
る
が
、
こ
の
青
表
紙
本
に
は
鎌
倉
期
に
遡
る

揃
い
の
古
写
本
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
「
伝
二
条
為
明
筆
本
源
氏

物
語
」
は
五
十
巻
が
ま
と
ま
っ
た
青
表
紙
本
の
本
文
を
持
つ
重
要
な
伝
本
で
あ
る
。
し
か
し
、

池
田
亀
鑑
博
士
以
降
、「
伝
二
条
為
明
筆
本
源
氏
物
語
」
に
つ
い
て
の
調
査
は
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
申
請
者
は
「
伝
二
条
為
明
筆
本
源
氏
物
語
」
を
精
査
し
、
後
補
巻
は
四
巻

四
冊
で
あ
り
、
後
の
四
十
八
巻
（
四
十
五
冊
）
の
全
て
は
一
つ
の
源
氏
物
語
制
作
時
の
鎌
倉
末
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期
の
書
写
で
あ
り
、
わ
ず
か
に
二
人
の
筆
者
に
よ
る
書
写
本
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
、
さ
ら
に
、

「
伝
二
条
為
明
筆
本
源
氏
物
語
」
成
立
時
の
「
奥
入
」
が
、
こ
の
二
人
の
筆
者
の
内
の
一
方
に

の
み
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
指
摘
し
た
。
以
上
の
検
証
、
分
析
を
も
と
に
、
源
氏
物
語

本
文
研
究
に
お
い
て
、「
伝
二
条
為
明
筆
本
源
氏
物
語
」
は
、
室
町
後
期
成
立
の
「
大
島
本
」

に
代
わ
る
青
表
紙
本
の
最
古
写
本
と
し
て
認
知
さ
れ
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
鎌
倉
末
期
に

書
写
さ
れ
た
源
氏
物
語
の
底
本
（
親
本
）
も
、
巻
単
位
な
い
し
数
巻
ず
つ
が
寄
せ
集
め
ら
れ
た

も
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
揃
い
本
と
し
て
伝
来
し
て
い
た
と
し
た
。

第
二
章
は
、『
源
氏
物
語
』
河
内
本
に
お
い
て
、
重
要
な
伝
本
で
あ
る
鎌
倉
期
に
書
写
さ
れ

た
「
尾
州
家
旧
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
」
を
対
象
と
し
て
、
書
誌
、
形
態
の
分
析
を
ふ
ま
え
て
、

「
尾
州
家
旧
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
」
が
複
数
回
の
本
文
修
正
・
改
訂
に
よ
っ
て
、
現
在
の
本
文

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
後
補
十
三
巻
の
書
写
面
・
装
本
等
全
て
が
、
鎌
倉
期
基
幹
巻
に

揃
え
て
制
作
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。
第
一
節
「
形
態
的
側
面
か
ら
の
考
察
」
で
は
、
本
書
全
冊

の
形
態
的
分
析
を
ふ
ま
え
て
、
後
補
十
三
巻
の
成
立
時
期
を
考
証
し
、「
尾
州
家
旧
蔵
河
内
本
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源
氏
物
語
」
の
新
旧
取
り
混
ぜ
て
二
十
三
冊
に
合
綴
さ
れ
た
時
期
及
び
現
在
に
至
る
過
程
・
伝

来
に
つ
い
て
推
定
す
る
。
第
二
節
「
鎌
倉
期
本
文
の
成
立
」
で
は
、
鎌
倉
期
成
立
当
初
の
基
幹

巻
四
十
一
巻
の
本
文
書
写
の
状
況
、
並
び
に
そ
の
周
辺
事
項
（
声
点
・
句
読
朱
点
・
振
漢
字
）

及
び
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
施
さ
れ
て
い
る
本
文
修
正
・
改
訂
（
削
訂
・
補
記
・
見
せ
消
ち
）
の
検

証
を
ふ
ま
え
て
、「
尾
州
家
旧
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
」
は
、
本
来
の
本
行
本
文
は
河
内
本
の
本

文
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
行
わ
れ
た
複
数
回
の
本
文
修
正
・
改
訂
に
よ
っ
て
、
一
字
単
位

の
表
記
統
一
に
よ
っ
て
、
現
在
の
本
文
と
な
っ
て
い
る
と
し
た
。
ま
た
、「
尾
州
家
旧
蔵
河
内

本
源
氏
物
語
」
の
縦
三
十
二
・
○
糎
、
横
二
十
五
・
五
糎
と
い
う
大
き
さ
は
、
美
濃
版
本
を
超

え
た
特
大
本
と
も
い
う
べ
き
大
き
さ
で
あ
り
、
源
氏
物
語
写
本
に
お
い
て
尾
州
家
本
を
初
め
と

す
る
河
内
本
の
伝
本
以
外
に
は
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
尾
州

家
旧
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
」
巻
末
の
実
時
筆
と
さ
れ
て
い
る
三
行
は
、
尾
州
家
本
源
氏
物
語
の

直
接
の
書
写
、
制
作
の
奥
書
で
は
な
い
に
し
て
も
、「
尾
州
家
旧
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
」
と
実

時
と
の
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
述
べ
る
。
第
三
節
「
室
町
期
後
補
十
三
巻
、
及
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び
後
期
補
入
か
ら
の
考
察
」
で
は
、
後
補
十
三
巻
の
書
写
面
・
装
本
等
全
て
が
、
鎌
倉
期
基
幹

巻
に
揃
え
て
制
作
さ
れ
、
基
幹
巻
の
さ
ま
ざ
ま
な
本
文
修
正
の
手
法
に
至
る
ま
で
綿
密
に
真
似

ら
れ
て
い
た
と
し
、
ま
た
、
後
補
の
書
入
れ
、
貼
付
付
箋
は
、
足
利
義
尚
第
九
代
将
軍
以
降
の

数
十
年
の
間
に
な
さ
れ
た
も
の
と
し
た
。

第
三
章
は
、「
国
冬
本
源
氏
物
語
」
を
対
象
と
し
て
、
書
誌
の
分
析
を
ふ
ま
え
て
、
鎌
倉
期

の
成
立
の
「
原
国
冬
本
源
氏
物
語
」
及
び
現
装
の
「
国
冬
本
源
氏
物
語
」
の
成
立
に
つ
い
て
論

じ
る
。
第
一
節
「
国
冬
本
源
氏
物
語
の
書
誌
的
概
要
」
で
、「
国
冬
本
源
氏
物
語
」
が
鎌
倉
末

期
写
十
二
巻
十
二
冊
と
室
町
末
期
後
補
の
四
十
二
巻
四
十
二
冊
と
か
ら
な
る
五
十
四
冊
本
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
第
二
節
「
鎌
倉
末
期
成
立
原
国
冬
本
源
氏
物
語
に
つ
い
て
」
で
、

「
国
冬
本
源
氏
物
語
」
の
鎌
倉
末
期
写
十
二
巻
は
全
て
一
筆
で
あ
り
、
そ
の
内
の
十
一
巻
が
別

本
と
し
て
の
本
文
を
持
っ
て
い
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
第
三
節
「
現
装
国
冬
本
の
成
立
―
補
写

と
改
装
―
」
で
は
、
室
町
末
期
後
補
の
四
十
二
巻
四
十
二
冊
を
対
象
と
し
て
、
巻
別
の
書
写
形

式
、
筆
跡
、
錯
簡
に
つ
い
て
の
調
査
、
分
析
を
通
し
て
、
新
ら
た
な
書
写
、
再
度
の
装
丁
を
仮

─ ６ ─



定
し
、
現
在
の
揃
い
の
装
丁
が
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
と
し
、
現
装
の
「
国
冬
本
源
氏
物

語
」
は
、
鎌
倉
時
代
、
室
町
時
代
、
江
戸
時
代
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
文
化
が
混
合
し
た
も
の

で
あ
る
と
す
る
。

第
二
篇
で
は
、「
麦
生
本
源
氏
物
語
」・「
中
京
大
学
図
書
館
蔵
源
氏
物
語
（
五
巻
五
冊
本
）」

・「
阿
里
莫
神
社
旧
蔵
源
氏
物
語
」（
阿
里
莫
本
）
三
本
の
源
氏
物
語
写
本
が
、
雑
多
な
「
源
氏

物
語
」
別
本
諸
本
群
の
中
に
お
い
て
巻
単
位
で
は
な
く
大
部
な
ま
と
ま
り
を
保
持
し
た
ま
ま
に

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
認
定
で
き
る
こ
と
を
論
じ
る
。

第
一
章
で
は
、『
源
氏
物
語
大
成
』『
源
氏
物
語
事
典
』
に
も
「
二
十
八
帖
」
と
あ
っ
て
、
全

六
十
巻
で
あ
る
こ
と
す
ら
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
元
禄
五
年
写
「
阿
里
莫
本
」
の
書

誌
的
概
要
と
各
巻
本
文
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ
る
。

第
二
章
で
は
、
室
町
末
期
写
「
麦
生
本
」
に
つ
い
て
の
書
誌
的
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
。

「
麦
生
本
源
氏
物
語
」
は
現
存
四
十
四
巻
四
十
四
冊
で
あ
り
、
全
冊
の
巻
末
に
「
天
正
十
五
年

書
之

主
麦
生
鑑
綱
」
と
の
記
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
麦
生
鑑
綱
に
よ
る
一
筆
書
と
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さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
そ
の
筆
跡
は
主
と
し
て
、
二
筆
に
分
か
れ
、
巻
末
の
「
麦

生
鑑
綱
」
は
そ
の
制
作
を
意
図
し
た
持
主
で
あ
ろ
う
こ
と
、
ま
た
、
麦
生
鑑
綱
に
つ
い
て
、

「
大
友
文
書
録
」
等
か
ら
の
考
証
を
ふ
ま
え
て
、
鑑
綱
は
九
州
大
友
氏
の
有
力
家
臣
、
南
志
賀

家
当
主
で
あ
り
、
下
克
上
の
世
に
生
き
た
典
型
的
な
武
人
で
あ
っ
た
と
し
た
。
さ
ら
に
、「
麦

生
本
源
氏
物
語
」
の
本
文
と
「
阿
里
莫
本
源
氏
物
語
」
と
が
、「
行
幸
」・「
浮
舟
」
の
二
巻
を

除
い
て
は
全
て
同
系
統
で
あ
る
こ
と
も
論
じ
た
。

第
三
章
は
、
室
町
末
期
の
書
写
で
あ
る
中
京
大
学
図
書
館
蔵
「
源
氏
物
語
（
五
巻
・
五
冊

本
）」（
中
京
大
本
）
に
つ
い
て
、
そ
の
書
誌
的
概
要
と
本
文
に
つ
い
て
論
じ
た
。
ま
た
、「
中

京
大
本
源
氏
物
語
」
と
「
麦
生
本
源
氏
物
語
」
と
の
対
校
を
ふ
ま
え
て
、
中
京
大
本
の
四
冊

が
、「
麦
生
本
源
氏
物
語
」
書
写
者
の
内
の
一
人
と
同
筆
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
事

実
は
、「
源
氏
物
語
」
写
本
の
制
作
量
が
急
速
に
増
大
し
て
い
っ
た
室
町
末
期
の
状
況
に
つ
い

て
様
々
な
推
論
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、「
中
京
大
本
源
氏
物
語
」
と
「
麦

生
本
源
氏
物
語
」・「
阿
里
莫
本
源
氏
物
語
」
と
の
本
文
対
校
か
ら
、
こ
の
三
本
が
極
め
て
近
し
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い
本
文
で
あ
る
こ
と
、
中
で
も
特
に
「
中
京
大
本
」
と
「
麦
生
本
」
と
は
仮
名
遣
い
・
字
母
に

至
る
ま
で
酷
似
し
て
お
り
、
こ
の
両
本
に
は
直
接
の
書
承
関
係
な
い
し
、
親
本
が
同
じ
で
あ
る

蓋
然
性
を
論
述
す
る
。
さ
ら
に
、「
阿
里
莫
本
源
氏
物
語
」
は
、
書
写
年
代
が
下
が
る
と
い
う

ば
か
り
で
は
な
く
、「
中
京
大
本
源
氏
物
語
」
の
本
文
と
「
麦
生
本
源
氏
物
語
」
の
そ
れ
と
の

間
に
隔
た
り
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

申
請
者
は
、
源
氏
物
語
注
釈
は
源
氏
物
語
享
受
の
第
一
資
料
で
あ
る
が
、
加
え
て
そ
の
自
筆

本
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
著
作
の
成
立
過
程
が
思
量
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
と
の
立
場
の
も
と
、

「
源
氏
物
語
注
釈
」
の
自
筆
本
二
点
及
び
清
原
宣
賢
筆
に
な
る
「
伊
勢
物
語
惟
清
抄
」
の
解
題

を
収
め
る
。

源
氏
物
語
注
釈
書
の
一
点
と
し
て
、
室
町
時
代
末
に
成
立
し
た
、
林
宗
二
自
筆
『
林
逸
抄
』

を
と
り
あ
げ
る
。『
林
逸
抄
』
は
、
主
に
地
下
の
連
歌
師
達
の
源
氏
物
語
の
読
み
を
伝
え
て
い

る
こ
と
、
実
際
の
源
氏
物
語
講
義
の
も
と
に
な
っ
た
『
林
逸
抄
』
は
、
数
十
年
に
わ
た
る
注
が

書
き
足
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、『
林
逸
抄
』
の
自
筆
本
の
奥
書
の
分
析

─ ９ ─



を
通
し
て
、
市
井
の
自
由
人
で
あ
っ
た
林
宗
二
の
境
涯
や
中
世
末
期
の
学
問
の
場
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
。

源
氏
物
語
注
釈
書
の
二
点
目
と
し
て
、
三
条
西
実
隆
の
孫
で
あ
る
実
枝
自
筆
の
『
山
下
水
』

を
と
り
あ
げ
る
。『
山
下
水
』
は
、
こ
れ
ま
で
、
二
十
四
冊
本
と
し
て
そ
の
存
在
の
み
は
知
ら

れ
て
い
た
が
、
ほ
ぼ
全
冊
の
糸
切
れ
、
各
紙
の
錯
乱
、
お
び
た
だ
し
い
虫
損
に
よ
っ
て
、
十
分

な
調
査
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
申
請
者
は
本
『
山
下
水
』
の
内
容
調
査
を
し
た
上
で
、

『
山
下
水
』
は
二
十
四
冊
で
は
な
く
二
十
六
冊
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
二
十
六
冊
は
全
て

三
条
西
実
枝
の
自
筆
な
が
ら
も
、
そ
の
項
目
語
彙
と
注
釈
内
容
の
相
違
に
よ
っ
て
二
大
別
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
甲
本
・
乙
本
と
し
た
。
ま
た
『
山
下
水
』
の
形
態

―
ご
く
薄
様
の
料
紙
、
手
の
ひ
ら
に
収
ま
り
、
懐
中
に
具
合
の
よ
い
極
め
て
小
振
り
な
そ
の
寸

法
、
注
釈
項
目
の
増
加
に
応
じ
て
料
紙
の
差
し
替
え
が
容
易
な
特
殊
な
仮
綴
―
の
分
析
を
ふ
ま

え
て
、
筆
者
実
枝
の
源
氏
物
語
講
義
に
お
い
て
、
ま
た
手
控
え
と
し
て
、
常
に
携
帯
し
つ
つ
注

釈
の
増
加
を
は
か
っ
て
い
た
日
常
を
仮
定
し
た
。
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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

『
源
氏
物
語
』
古
写
本
に
つ
い
て
の
近
代
的
研
究
は
、
池
田
亀
鑑
博
士
の
『
源
氏
物
語
大
成
』

に
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
池
田
博
士
は
、
源
氏
物
語
の
現
存
写
本
に
つ
い
て
、
藤
原
定
家

に
よ
り
整
定
さ
れ
た
青
表
紙
本
系
統
と
、
源
光
行
・
親
行
の
校
訂
に
よ
る
河
内
本
系
統
の
二
つ

の
系
統
に
大
別
さ
れ
、さ
ら
に
そ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
写
本
を
別
本
と
し
て
一
つ
に
括
ら
れ
た
。

現
在
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
に
属
す
る
と
さ
れ
て
き
た
古
写
本
に
つ
い
て
、
再
検
討
が
な
さ

れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
の
中
で
、
岡
嶌
偉
久

子
は
、
申
請
論
文
『
源
氏
物
語
写
本
の
書
誌
学
的
研
究
』
に
お
い
て
、
青
表
紙
本
系
統
か
ら
は

鎌
倉
期
書
写
本
で
あ
る
「
伝
為
明
筆
本
源
氏
物
語
」、
河
内
本
系
統
か
ら
は
鎌
倉
末
期
書
写
本

で
あ
る
「
尾
州
家
旧
蔵
本
源
氏
物
語
」、
別
本
か
ら
は
「
国
冬
本
源
氏
物
語
」・「
阿
里
莫
本
源

氏
物
語
」・「
麦
生
本
源
氏
物
語
」・「
中
京
大
本
源
氏
物
語
」
を
と
り
あ
げ
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て

の
古
写
本
を
自
ら
の
手
で
精
査
し
、
書
誌
を
と
り
、
各
伝
本
の
原
初
の
姿
、
本
文
の
あ
り
様
を
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検
証
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
源
氏
物
語
の
古
写
本
に
刻
み
込
ま
れ
た
内
実
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
一
篇
で
は
第
一
章
「
伝
為
明
筆
本
源
氏
物
語
」
と
第
二
章
「
尾
州
家
旧
蔵
河
内
本
源
氏
物

語
」
が
注
目
さ
れ
た
。
第
一
章
で
は
、
青
表
紙
本
に
は
鎌
倉
期
に
遡
る
揃
い
の
古
写
本
が
ほ
と

ん
ど
存
在
し
て
い
な
い
中
で
、「
伝
二
条
為
明
筆
本
源
氏
物
語
」
を
精
査
し
た
上
で
、
室
町
期

以
降
に
補
わ
れ
た
巻
は
四
巻
四
冊
で
あ
り
、
他
の
四
十
八
巻
（
四
十
五
冊
）
の
全
て
は
、
鎌
倉

末
期
の
書
写
で
あ
り
、
書
写
者
も
二
人
（
甲
と
乙
）
で
あ
っ
た
こ
と
、「
伝
二
条
為
明
筆
本
源

氏
物
語
」
成
立
時
の
「
奥
入
」
が
、
こ
の
二
人
の
書
写
者
の
内
の
甲
に
の
み
付
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
書
写
者
の
甲
に
よ
る
三
十
七
巻
が
一
揃
い
の
伝
本
で
あ
る
こ
と
も
指
摘

し
て
い
る
。
と
く
に
、
甲
が
書
写
し
た
際
に
用
い
た
底
本
に
は
、
定
家
の
手
に
な
る
「
奥
入
」

が
付
載
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
た
こ
と
は
、
藤
原
定
家
が
証
本
と
し
て
制
定
し
た
青
表

紙
本
系
統
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
、
新
た
な
視
点
を
提
起
し
た
意
義
あ
る
も
の
と
い
え
る
。
第

二
章
で
は
、『
源
氏
物
語
』
河
内
本
の
中
か
ら
「
尾
州
家
旧
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
」
を
と
り
あ

げ
て
、
河
内
本
系
統
の
書
写
本
に
お
け
る
鎌
倉
期
・
室
町
期
の
生
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
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河
内
本
『
源
氏
物
語
』
の
最
古
写
本
は
「
尾
州
家
旧
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
」
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
、「
尾
州
家
旧
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
」
全
冊
の
形
態
的
分
析
は
十
全
に
は
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
岡
嶌
は
、
全
冊
の
形
態
的
分
析
を
ふ
ま
え
て
、「
尾
州
家
旧
蔵
河
内
本
源
氏
物

語
」
が
、
二
十
三
冊
に
合
綴
さ
れ
た
時
期
及
び
現
在
に
至
る
過
程
・
伝
来
に
つ
い
て
推
定
し
、

後
補
十
三
巻
の
書
写
面
・
装
本
等
全
て
が
鎌
倉
期
基
幹
巻
に
揃
え
て
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、「
尾
州
家
旧
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
」
が
縦
三
十
二
・
○
糎
、
横
二
十
五
・
五
糎
と
い
う

大
き
な
紙
型
を
持
つ
こ
と
や
、
多
様
な
本
文
修
正
・
改
訂
な
ど
の
検
証
を
通
し
て
、「
尾
州
家

旧
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
」
が
源
親
行
の
稿
本
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
。
と
く
に
、

「
尾
州
家
旧
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
」
が
親
行
の
稿
本
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
点
は
、
今
後
の

河
内
本
の
研
究
に
大
き
な
一
石
を
投
じ
た
成
果
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
は
、「
尾
州
家

旧
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
」
と
同
一
紙
型
・
体
裁
を
持
つ
伝
本
群
（
断
簡
及
び
國
學
院
大
學
所
蔵

「
花
宴
」
一
軸
な
ど
）
の
調
査
に
よ
る
研
究
成
果
も
期
待
し
た
い
。

第
二
篇
で
は
、「
麦
生
本
源
氏
物
語
」（
麦
生
本
）・「
中
京
大
学
図
書
館
蔵
源
氏
物
語
（
五
巻
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五
冊
本
）」（
中
京
大
本
）・「
阿
里
莫
神
社
旧
蔵
源
氏
物
語
」（
阿
里
莫
本
）
三
本
の
源
氏
物
語

写
本
は
、
雑
多
な
「
源
氏
物
語
」
別
本
諸
本
群
の
中
に
お
い
て
巻
単
位
で
は
な
く
大
部
な
ま
と

ま
り
を
保
持
し
た
ま
ま
に
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
認
定
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
一
章
で
は
、
元
禄
五
年
写
「
阿
里
莫
本
」
が
、
池
田
亀
鑑
博
士
編
『
源
氏
物
語
大
成
』
に
お

い
て
「
二
十
八
帖
」
と
あ
る
も
の
の
、
実
際
は
全
六
十
巻
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
ま
た
、
本

文
を
精
査
し
た
上
で
、「
阿
里
莫
本
」
は
青
表
紙
本
・
河
内
本
の
諸
巻
、
さ
ら
に
別
本
の
本
文

も
持
つ
混
成
本
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
第
二
章
で
は
、
別
本
群
の
一
本
で
あ
る
「
麦
生
本
」

を
精
査
し
た
上
で
、こ
れ
ま
で
麦
生
鑑
綱
に
よ
る
一
筆
で
書
写
さ
れ
て
き
た
と
の
説
を
否
定
し
、

二
人
の
書
写
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
巻
末
の
「
麦
生
鑑
綱
」
は
そ
の
制
作
を
意
図
し
た

持
主
で
あ
ろ
う
こ
と
、
さ
ら
に
、「
麦
生
本
」
の
本
文
と
「
阿
里
莫
本
」
と
が
、「
行
幸
」・「
浮

舟
」
の
二
巻
を
除
い
て
は
全
て
同
系
統
で
あ
る
と
断
じ
た
。
第
三
章
で
は
、「
中
京
大
本
源
氏

物
語
」
五
巻
五
冊
本
の
内
の
四
冊
が
、「
麦
生
本
」
書
写
者
の
内
の
一
人
と
同
筆
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
、
室
町
末
期
の
源
氏
物
語
写
本
の
増
加
と
の
関
係
を
推
定
し
た
。
ま
た
、「
中
京
大
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本
」
と
「
麦
生
本
」・「
阿
里
莫
本
」
と
の
本
文
対
校
か
ら
、「
中
京
大
本
」
と
「
麦
生
本
」
と

は
仮
名
遣
い
・
字
母
に
至
る
ま
で
酷
似
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
両
本
に
は
直
接
の
書
承
関
係
な

い
し
、
底
本
が
同
じ
で
あ
る
蓋
然
性
を
指
摘
し
た
。「
麦
生
本
」
の
本
文
と
「
阿
里
莫
本
」
と

が
、
ほ
ぼ
同
系
統
で
あ
る
こ
と
、「
中
京
大
本
」
四
冊
が
、「
麦
生
本
」
書
写
者
の
一
人
と
同
筆

で
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
指
摘
は
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、「
源
氏
物
語
」
写

本
の
中
で
の
別
本
研
究
史
に
お
い
て
大
い
に
意
義
の
あ
る
成
果
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
池
田
亀
鑑

博
士
に
よ
っ
て
別
本
と
一
括
り
さ
れ
て
き
た
伝
本
群
の
中
に
、
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
い
う
形
が

あ
る
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
今
後
、
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

右
の
よ
う
に
、
本
申
請
論
文
は
、
従
来
の
『
源
氏
物
語
』
古
写
本
研
究
の
成
果
を
批
判
的
に

継
承
し
な
が
ら
も
、「
伝
為
明
筆
本
源
氏
物
語
」・「
尾
州
家
旧
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
」・「
国
冬

本
源
氏
物
語
」・「
阿
里
莫
本
源
氏
物
語
」・「
麦
生
本
源
氏
物
語
」・「
中
京
大
本
源
氏
物
語
」
を

具
体
的
な
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
て
、
各
伝
本
の
原
初
の
姿
、
本
文
の
あ
り
様
を
検
証
す
る
こ

と
を
通
し
て
、『
源
氏
物
語
』
の
二
つ
の
系
統
で
あ
る
青
表
紙
本
、
河
内
本
、
さ
ら
に
別
本
群
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の
古
写
本
に
刻
み
込
ま
れ
た
諸
相
を
明
ら
か
に
し
、
新
た
な
『
源
氏
物
語
』
写
本
研
究
論
を
構

築
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
か
ら
、
本
論
文
提
出
者

岡
嶌
偉
久
子
は
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ
る
資

格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
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